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日本の夏　「御宿の夏」
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前
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明
け
の
発
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が
あ
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が
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夏
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配
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れ
た
台
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５
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の
影
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。
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台
風
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の
影
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も
な
く
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８
月
２
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に
「
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ん
じ
ゅ
く
花
火
大
会
」
が
開
催

８
月
２
日
に
「
お
ん
じ
ゅ
く
花
火
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
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さ
れ
ま
し
た
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風
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、
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て
も
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ぱ
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花

夏
の
風
物
詩
は
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何
と
い
っ
て
も
や
っ
ぱ
り
花

火
で
す
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の
沙
漠
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念
館
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の
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水
川
沿
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に

火
で
す
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沙
漠
記
念
館
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清
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川
沿
い
に
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様
々
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屋
台
が
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び
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花
火
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打
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あ
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々
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屋
台
が
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花
火
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打
ち
あ

が
る
前
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ら
た
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さ
ん
の
人
が
詰
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か
け
ま
し
た
。

が
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前
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

そ
し
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打
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上
げ
時
刻
と
も
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と
、
会
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は
、
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し
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、
打
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上
げ
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刻
と
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物
客
で
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尽
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れ
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火
の
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客
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打
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上
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ち
上
げ
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待
を
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ま
た
、
打
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上
げ
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海
岸
で
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、
風

ま
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打
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上
げ
場
所
の
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岸
で
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、
風
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潮
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満
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っ
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設
置
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潮
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し
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花
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打
ち
上
げ
ら
れ
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。
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に
沸
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大
な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

日
本
の
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外
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も
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れ
た
花
火
も
あ
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で
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本
大
会
で
も
、
イ

優
れ
た
花
火
も
あ
る
そ
う
で
す
。
本
大
会
で
も
、
イ

タ
リ
ア
製
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
趣
向

タ
リ
ア
製
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
型
の
花
火
で
は
、

が
凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
型
の
花
火
で
は
、
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も
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世
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花
火
師
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は
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し
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日
本
の
も
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世
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と
、
花
火
師
の
方
は
話
し
て

く
れ
、
日
本
の
花
火
に
誇
り
を
も
っ
て
製
作
に
取
り

く
れ
、
日
本
の
花
火
に
誇
り
を
も
っ
て
製
作
に
取
り

組
ま
れ
て
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る
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が
伺
え
ま
し
た
。

組
ま
れ
て
い
る
様
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伺
え
ま
し
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。

こ
の
花
火
大
会
は
今
回
で

こ
の
花
火
大
会
は
今
回
で
2020
回
を
迎
え
ま
す
。
昨

回
を
迎
え
ま
す
。
昨

年
か
ら
、
主
催
が
花
火
大
会
実
行
委
員
会
と
な
り
、

年
か
ら
、
主
催
が
花
火
大
会
実
行
委
員
会
と
な
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
多
大
な
協
力
に
よ
り
、
今
回

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
多
大
な
協
力
に
よ
り
、
今
回

も
花
火
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
花
火
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

花火師たちの心を込めた準備作業が、本番の花火の成功へとつながります花火師たちの心を込めた準備作業が、本番の花火の成功へとつながります

夜空に輝く鮮やかな色彩と
「ドぉ～ん」というごう音
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　長野県野沢温泉村との交流事業「海と山の子交流会（海山交流）」が
7月30日から8月1日までの3日間で行われました。
　この交流は、昭和 51年から始まり、今回で 32回目を迎えます。参
加している生徒達の親には、中学生時代にこの海山交流を経験してい
る方もいるそうです。
　親子の世代にわたって、交流が続いていることは大変素晴らしいこ
とです。生徒代表のあいさつでも、お父さんやお母さんから当時の話
を聞き、とても楽しみにしていたと話してくれました。 
　そして、歓迎式では、野沢温泉村中学校から記念品が贈呈され、
また、御宿中学校の生徒達は歓迎の合唱「明日という大空」と「校歌」
で迎え入れ、夏の交流が始まりました。（写真①②）

夏の海山交
流スローガ

ン

れしい出会いかられしい出会いからうう
んなで刻んだ夏の思い出み
さしさあふれる友情と

絆を結びや
たの再会を約束まま

写真①写真①
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歓
迎
式
の
あ
と
、
両
校
の
生
徒

達
は
、
漁
師
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
、
漁
船
の
乗
船
体
験
を
し
ま

し
た
。（
写
真
③
）

野
沢
の
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、

御
宿
の
生
徒
の
中
に
も
、
初
め
て

漁
船
に
乗
船
す
る
生
徒
も
多
く
、

乗
船
前
は
緊
張
の
様
子
。
し
か
し
、

爽
快
な
潮
風
を
受
け
る
船
上
で
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な

ス
リ
ル
と
ス
ピ
ー
ド
感
に
、
歓
声

と
悲
鳴
が
あ
が
り
、
波
し
ぶ
き
で

濡
れ
な
が
ら
も
乗
船
体
験
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

仲
良
く
な
れ
た
の
も
束
の
間
で
、

生
徒
達
は
、
冬
の
野
沢
で
の
再
会

を
約
束
し
ま
し
た
。
本
場
の
温
泉

や
ス
キ
ー
な
ど
、
御
宿
で
は
味
わ

う
こ
と
が
で
き
な
い
体
験
に
、
御

宿
の
生
徒
は
、
今
か
ら
胸
を
躍
ら

せ
な
が
ら
も
、
名
残
惜
し
そ
う
に

野
沢
温
泉
村
中
学
校
の
生
徒
達
を

見
送
り
ま
し
た
。

御
宿
で
は
じ
ま
っ
た
海
の
子
と

山
の
子
の
絆
が
、
こ
の
先
も
引
き

継
が
れ
、
自
分
達
の
子
供
に
も
、

こ
の
海
山
交
流
の
体
験
談
を
話
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
交

友
を
深
め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

初
め
て
の

初
め
て
の

乗
船
体
験
に
興
奮

乗
船
体
験
に
興
奮

交
流
２
日
目
は
、
ま
ち
に
ま
っ

た
海
岸
で
の
交
流
。

は
じ
め
の
う
ち
は
、
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
両
校
の
生
徒
達
も
、
朝
の

交
歓
会
で
、
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
や

海
水
運
び
リ
レ
ー
、
ビ
ー
チ
フ

ラ
ッ
グ
ス
と
各
班
に
分
か
れ
て
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
う
ち

に
次
第
に
打
ち
解
け
、
自
然
と
会

話
が
は
ず
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

（
写
真
⑦
）

そ
の
後
の
海
水
浴
で
は
、「
海

の
子
」
御
宿
の
生
徒
が
、
野
沢
の

生
徒
を
リ
ー
ド
し
、
ボ
デ
ィ
ー

楽
し
み
が
詰
ま
っ
た

楽
し
み
が
詰
ま
っ
た

海
岸
で
の
交
流

海
岸
で
の
交
流

ボ
ー
ド（
写
真
④
）や
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
地
引
網
を

体
験
し
、
ア
ジ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
御

宿
の
地
魚
を
み
ん
な
で
協
力
し
て

捕
り
ま
し
た
。（
写
真
⑤
）

ま
た
、
海
で
遊
ん
だ
後
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

用
意
さ
れ
、
遊
び
疲
れ
た
生
徒
達

は
、
サ
ザ
エ
や
ホ
タ
テ
な
ど
、
御

宿
の
新
鮮
な
海
の
幸
を
堪
能
し
、

海
辺
で
の
一
時
を
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。（
写
真
⑥
）

冬
の
再
会
を

冬
の
再
会
を約

束
し
て

約
束
し
て

３
日
間
の
交
流
も
あ
っ
と
い
う

間
に
お
別
れ
の
と
き
。
た
く
さ
ん

の
思
い
出
と
お
み
や
げ
を
手
に
、

最
終
日
は
、
岩
和
田
漁
港
駐
車
場

で
お
別
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真②写真②

写真③写真③

写真④写真④

写真⑤写真⑤

写真⑥写真⑥

写真⑦写真⑦

夏の出会い夏の出会い
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の
出
来
事
Town Report

ま
ち

　前月のアワビの種苗法流に続き、7月 24日に岩和田と御宿の沖で、それぞ
れ 19,000匹のヒラメの稚魚放流が行われました。
　5～ 10cmの稚魚は、2・3年かけて収穫できる 30cm以上の大きさになるそう
です。大きいものでは、1m近く成長し、脂ののった白身は最高に美味しいと
漁師の方も話していました。
　旬の冬場での大漁を願い、沖へ出た漁船から、関係者は大切に稚魚を放流
していました。

メキシコ少年野球チーム総勢 18 名が 7月 18日に御宿町へ来町し
ました。
御宿とメキシコとの友好は、現在進めている記念事業である 400

年前の座礁したメキシコ船「サン・フランシスコ号」乗組員の献身
的救助劇という感動的な史実によるものです。そして、このメキシ
コ少年野球チームのホームステイ受入も今回で 15回目を迎えました。
訪れた選手達は、国際交流に協力いただいたホストファミリーの
家庭に 7月 31日まで滞在し、日本の文化や御宿町との歴史に触れ、
友好を深めました。
また、IBA少年軟式野球世界大会では、ホストファミリーの方々
の絶大な応援により、昨年の雪辱を果たし、見事、世界一に輝きました。

来たる メキシコチーム

～つくり育てる漁業の推進②～

ヒラメの稚魚放流を実施
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1位 セブンキッカーズ 六 軒 町・ 高 山 田
2位 須賀・御宿台子ども会 須 賀 ・ 御 宿 台

3位
浜とび魚子ども会 浜
ド ル フ ィ ン 上布施・実谷・七本

第
17
回
「
ぼ
く
た
ち
の
地
球
を
守
ろ
う
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
生
部
門

高た
か
ま
ど
の
み
や

円
宮
賞
受
賞

御
宿
小
学
校　

吉
野　

桃
代
さ
ん

第
17
回
「
ぼ
く
た
ち
の
地

球
を
守
ろ
う
」
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
小
学
生
部
門
で
、
御

宿
小
学
校
５
年
生
の
吉
野
桃

代
さ
ん
が
高
円
宮
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

吉
野
さ
ん
の
作
文
「
き
れ

い
な
海
を
願
っ
て
」
は
、
環

境
に
対
す
る
純
粋
で
素
直
な

表
現
力
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

７
月
26
日
の
授
賞
式
で
は
、

高
円
宮
さ
ま
か
ら
表
彰
状

と
記
念
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
、

ま
た
、
８
月
１
日
に
は
、
町

長
室
を
訪
問
し
、
井
上
町
長

へ
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　チームプレーを通じて、親睦と友情を深め、健康な体
力づくりを目指すため、7月 16日に町営野球場で青少年
のつどい大会（キックベースボール）が開催されました。
　町内 12チームが参加した本大会は、セブンキッカー
ズ（六軒町・高山田）が見事なチームワークで優勝しま
した。
　また、8月 4日には、夷隅支部大会が開催され、本大
会で 3位までの 4チームが町を代表して参加しました。
惜しくも入賞することはできませんでしたが、日ごろの
練習の成果を発揮し、精一杯頑張りました。

御宿町青少年のつどい大会成績

老
化
予
防 

読
む
こ
と
書
く
こ
と
歩
く
こ
と

佐
久
田　

み
さ
子

介
護
予
防 

バ
ラ
ン
ス
栄
養 

軽
体
操

大　

地　

衡　

平

ね
た
き
り
に 

な
ら
ぬ
準
備
の 

予
防
体
操

ペ
ン
ネ
ー
ム 

剛

迎
え
打
つ 

老
後
の
準
備
は 

予
防
か
ら

ペ
ン
ネ
ー
ム 

の
ん
き
な
母
さ
ん

や
り
ま
し
ょ
う 

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う ス

ト
レ
ッ
チ

水　

上　

久　

枝

５
本
指 

足
の
も
大
事
と 

マ
ッ
サ
ー
ジ

ペ
ン
ネ
ー
ム 

ま
き

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

み
ん
な
の
笑
顔
が 

待
ち
遠
し
い

ペ
ン
ネ
ー
ム 

チ
ヤ
ト
ラ

朝
起
き
て 

孫
の
声
聞
き 

元
気
出
る

嶋　

田　

喜　

一

夕
映
え
の 

如
き
老
後
や 

万
歩
計

　

斉　

藤　
　
　

武

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
介
護
予
防
か
る
た
」
の
詠

み
句
を
募
集
し
た
こ
ろ
、
１
７
０
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
多
数
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
一
部
で

は
あ
り
ま
す
が
、
紹
介
し
ま
す
。

今
後
は
、
応
募
さ
れ
た
作
品
を
活
用
し
て
「
お
ん

じ
ゅ
く
介
護
予
防
か
る
た
」
を
作
成
し
、
介
護
予
防

の
普
及
啓
発
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
予
防
か
る
た

介
護
予
防
か
る
た

町青少年のつどい大会で町青少年のつどい大会で
セブンキッカーズ（六軒町・高山田）が優勝セブンキッカーズ（六軒町・高山田）が優勝
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PANA
クレール

朝
６
時
を
過
ぎ
る
と
、
御
宿
台

中
央
公
園
噴
水
広
場
に
人
々
が
集

ま
り
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
６
時

30
分
に
な
る
と
、
ラ
ジ
オ
か
ら
軽

快
な
音
楽
と
放
送
が
流
れ
出
し
ま

す
。
こ
の
広
場
で
は
、
毎
朝
、
自

己
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
ラ
ジ

オ
体
操
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
11
年
に
２
名
で
始
め
た
こ

の
ラ
ジ
オ
体
操
も
、
現
在
で
は
、

45
名
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
中
に

は
、
久
保
や
須
賀
か
ら
通
わ
れ
て

い
る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

健
康
の
た
め
に
は
、
適
度
な
運

動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
ラ
ジ

オ
体
操
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
自
分
自
身
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
も
、
是
非
、
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

－活動方針－－活動方針－
○健康で笑顔あふれる暮らしのために自分の健康は自分で守るという○健康で笑顔あふれる暮らしのために自分の健康は自分で守るという
基本理念で、みんなと楽しく仲良く継続しましょう。基本理念で、みんなと楽しく仲良く継続しましょう。
○気象情報は、自分で判断して参加しましょう。○気象情報は、自分で判断して参加しましょう。
○年間を通し毎日行っていますが、12月 30日～ 1月 3日までの 5日間○年間を通し毎日行っていますが、12月 30日～ 1月 3日までの 5日間
はお休みです。はお休みです。
○昨日はどうして休んだの等と、相手に対し聞かないようにしましょう。○昨日はどうして休んだの等と、相手に対し聞かないようにしましょう。
○これ以外の決め事はなく、常に自分が主人公です。○これ以外の決め事はなく、常に自分が主人公です。

早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
が

元
気
元
気
のの
源源で

す

○時　間　毎朝6:30～6:40（10分間）
○場　所　御宿台中央公園噴水広場
○内　容　NHK朝のラジオ体操第1、第2

自衛官を募集 防衛省では、以下のとおり自衛官を募集しています。

募集種目 応募資格 受付期間 試験期間 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

防衛大学校
学生

推 

薦

高卒（見込含）
21歳未満の者
（高等学校長の
推薦等が必要で
す。）

9月5日
から
9月7日

9月23・24日 11月8日

平成20年
4月上旬

修業年限4年
卒業後1年で3等
陸海空尉に昇任

一 

般
高卒（見込含）
21歳未満の者

9月7日
から
9月28日

1次：11月10・11日 1次：12月5日
2次：12月11日から
　　　12月14日

最終：平成20年
　　　2月15日

防衛医科大学校
学生

高卒（見込含）
21歳未満の者

1次：11月3・4日 1次：11月27日 修業年限6年
医師免許取得後2等陸
海空尉に昇任

2次：12月5日から
　　　12月7日

最終：平成20年
　　　2月15日

看護学生
（看護師）

高卒（見込含）
24歳未満の者

1次：10月14日 1次：11月1日 平成20年3
月下旬から
4月上旬

修業年限3年
看護師免許取得後2等
陸曹に昇任2次：11月17・18日 最終：平成20年

　　　1月10日

※応募資格・条件を満たしていれば、各種募集種目の併願受験は可能です。
【問い合わせ】自衛隊千葉地方協力本部茂原地域事務所　TEL 0475 － 25－ 0452

平成 19年10月 1日現在で
就業構造基本調査を

実施します。
　調査の対象となった世帯には、
統計調査員が伺いますので、ご協
力をお願いします。

総務省・千葉県・御宿町

『働く未来を考える』
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健康健康福祉福祉福祉
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント 児童扶養手当・特別児童扶養手当制度について
○児童扶養手当
　次のいずれかにあてはまる「児童」を監護している母、または母にかわってその児童を養育している方が、手当
を受けることができます。
　「児童」とは、18歳の年度末までにあるお子さんをいいます。ただし、心身におおむね中度以上の障害がある場合は、
20歳未満までとなります。（おおむね中度以上の障害とは、特別児童扶養手当 2級該当と同じ程度以上の障害を指
します。）
【受給資格者】次の条件に当てはまる「児童」を養育している方
　　★父母が離婚した児童 ★ 父が１年以上遺棄している児童 ★父が死亡した児童
　　★父が１年以上拘禁されている児童 ★父が政令で定める障害のある児童 ★母が婚姻によらないで産まれた児童 
　　★父が生死不明な児童 ★生まれたときの事情が不明である児童 
　なお、請求者、児童とも国籍は問いません。
　ただし、次の場合は手当を受けることができません。
　　★児童が遺族年金や労災による遺族補償を受けることができるとき
　　★児童福祉施設に入所している場合または里親に委託されているとき
　　★母の配偶者（事実婚も含む）に養育されているとき（父が重度の障害者の場合を除く）
【児童扶養手当の額】　　　　　　　　　　　　　　【支払時期】

区　　分 平成 19年４月～ 毎年 4月、8月、12月
各月 11日（土、日、休日にあたる場合はその前日）
※児童が 2人の場合は、左記金額に、5,000円加算、児童が 3人
以降はさらに 3,000円ずつ加算

全 部 支 給 月額 41 ,720円

一 部 支 給 月額 41,720円～ 9,850円
※所得に応じて異なります

【所得制限】請求者または同居の親族等の所得が一定額以上であるときは、手当が支給されません。
【支給制限】平成 20年 4月から（予定）
　受給資格者が、支給開始月から 5年と、支給要件に該当した月から 7年を比較して、いずれか早い月から母に対
する手当額が減額されます。
　ただし、平成 15年 4月 1日現在手当を受給している方は、平成 15年 4月 1日が起算日となりますので、平成
20年 4月から減額となります。
　また、認定請求時に 3歳未満の児童を監護する受給資格者は、対象児童が 3歳に達した月の翌月が起算日となり
ます。

○特別児童扶養手当
　家庭で介護されている障害のある児童（20歳未満）を監護している父母または父母にかわって児童を養育してい
る方が、手当を受けることができます。
【受給資格者】　
　家庭で介護されている身体や精神に障害のある児童（20歳未満 )を監護している父もしくは母、または養育者が
手当を受けることができます。身体障害者手帳や療育手帳がなくても申請できます。
　ただし、次の場合は手当を受けることができません。
　　★児童が児童福祉施設等に入所している場合（保育所・通園施設を除く） 
　　★児童が障害を支給事由とする公的年金給付を受けることができるとき。
　なお、請求者、児童とも国籍は問いません。
【特別児童扶養手当の額】　　　　　　　　　　　　【支払時期】

区　　分 平成 19年４月～ 毎年 4月、8月、12月
各月 11日（土、日、休日にあたる場合はその前日）1級（重度障害児） 月額 50 ,750円

2級（中程度障害児） 月額 33 ,800円

【所得制限】請求者または配偶者及び扶養義務者の所得が一定額以上であるときは、手当が支給されません。
これらの手当の申請またはご相談については、

役場保健福祉課福祉事業班（℡68－6716）にお問い合わせください。

ONJUKU 2007. 8
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く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
情
報
情
報
INFORMATION

千
葉
県
奨
学
生
の
募
集

千
葉
県
奨
学
生
の
募
集

　

経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

な
高
校
生
を
対
象
に
、
第
二
種
奨

学
資
金
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

県
内
に
保
護
者
が
在
住
で
、
公

立
ま
た
は
私
立
の
高
等
学
校
な
ど

に
在
学
し
、
学
業
成
績
に
優
れ
て

い
る
生
徒

▼
貸
付
月
額

　

公
立
高
等
学
校
生
徒

１
８
，
０
０
０
円

　

私
立
高
等
学
校
生
徒

３
０
，
０
０
０
円
な
ど

▼
受
付
期
間

　

９
月
初
旬
〜

　

平
成
20
年
２
月
28
日（
木
）

※
貸
付
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.c
h
ib
a
.

lg
.jp
/kyo

u
iku
/zig

yo
u
/

syougakukin/syougakukin.
htm
l

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

在
籍
す
る
学
校

ま
た
は
県
教
育
庁
財
務
施
設
課

℡
０
４
３
（
２
２
３
）
４
０
４
２

〒

募　  
集

千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ

千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
教
室

セ
ン
タ
ー
の
教
室

ONJUKU 2007. 8

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

▼
対　

象

　

16
歳
以
上
の
方（

高
校
生
を
除
く
）

▼
日　

時

　

11
月
９
日
（
金
）
〜

12
月
14
日
（
金
） 

全
５
回

　

各
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

※
11
月
23
日
（
金
）
は
休
み

お
知
ら
せ

▼
定　

員

　

40
人
（
申
込
多
数
抽
選
）

▼
参
加
費

　

２
５
０
円
（
保
険
代
）

▼
締
め
切
り

　

10
月
17
日
（
水
）
必
着

○
親
子
体
操
教
室

▼
対　

象

　

３
歳
以
上
の
幼
児
とそ

の
保
護
者

▼
日　

時

　

11
月
10
日
（
土
）
〜

12
月
８
日
（
土
） 

全
５
回

　

各
10
時
〜
11
時
30
分

▼
定　

員

　

35
組
（
申
込
多
数
抽
選
）

▼
参
加
費

　

１
人　

２
５
０
円
（
保
険
代
）

▼
締
め
切
り

　

10
月
23
日
（
火
）
必
着

▼
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
を
１
枚
持
参
の
う

え
来
所
す
る
か
、
往
復
は
が
き
に

希
望
教
室
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
あ
て
先
を
書
い
て
郵
送

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

千
葉
市
稲
毛
区
天
台
町
３
２
３

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

企
画
指
導
課

℡
０
４
３
（
２
９
０
）
８
５
０
３



評

11

風
の
音
夜
は
眠
ら
れ
ず
明
易
し

風
の
音
夜
は
眠
ら
れ
ず
明
易
し  

押
元　

益
枝

押
元　

益
枝

廃
校
の
校
歌
そ
ら
ん
ず
ほ
と
と
ぎ
す

廃
校
の
校
歌
そ
ら
ん
ず
ほ
と
と
ぎ
す  

岡
本　

俊
康

岡
本　

俊
康

払
つ
て
も
払
ら
つ
て
も
ま
た
蜘
蛛
の
糸

払
つ
て
も
払
ら
つ
て
も
ま
た
蜘
蛛
の
糸  

小
野　

玲
子

小
野　

玲
子

つ
と
沈
む
ほ
た
る
に
疲
れ
あ
る
こ
と
も

つ
と
沈
む
ほ
た
る
に
疲
れ
あ
る
こ
と
も  

鶴
岡　

徳
治

鶴
岡　

徳
治

短
夜
や
船
音
先
に
帰
り
来
る

短
夜
や
船
音
先
に
帰
り
来
る  

岡
田
ま
さ
し

岡
田
ま
さ
し

万
緑
の
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
安
房
の
海

万
緑
の
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
安
房
の
海  

嵯
峨　

通
恵

嵯
峨　

通
恵

ま
ど
ろ
み
の
子
ら
お
ど
ろ
か
す
雉
子
の
声

ま
ど
ろ
み
の
子
ら
お
ど
ろ
か
す
雉
子
の
声  

大
曽
根
利
枝

大
曽
根
利
枝

あ
き
ら
め
て
か
び
の
黒
き
に
馴
れ
に
け
り
岡
山　
　

守

あ
き
ら
め
て
か
び
の
黒
き
に
馴
れ
に
け
り
岡
山　
　

守

香
り
来
て
泰
山
木
の
花
と
知
る

香
り
来
て
泰
山
木
の
花
と
知
る  

古
川　

範
男

古
川　

範
男

水
撒
く
や
羽
あ
る
も
の
を
飛
び
立
た
せ

水
撒
く
や
羽
あ
る
も
の
を
飛
び
立
た
せ  

大
谷　
　

仲

大
谷　
　

仲

俳句愛好会俳句愛好会【御宿俳壇】【御宿俳壇】
兼題（短夜）兼題（短夜）※兼題とは、俳句の題のこと※兼題とは、俳句の題のこと

明
易
き
漁
場
に
向
う
船
早
し

明
易
き
漁
場
に
向
う
船
早
し  

桜
谷　

敬
蔵

桜
谷　

敬
蔵

あ
ぢ
さ
ゐ
の
匂
ひ
に
迷
ひ
詩
仙
堂

あ
ぢ
さ
ゐ
の
匂
ひ
に
迷
ひ
詩
仙
堂  

本
吉
美
絵
子

本
吉
美
絵
子

海
び
ら
き
浮
輪
片
手
に
駈
け
出
す
子

海
び
ら
き
浮
輪
片
手
に
駈
け
出
す
子  

堺　
　

陸
子

堺　
　

陸
子

万
緑
の
中
に
埋
も
れ
し
杣
一
戸

万
緑
の
中
に
埋
も
れ
し
杣
一
戸  

福
薗
千
鶴
子

福
薗
千
鶴
子

摘
草
や
籠
の
中
よ
り
は
み
出
せ
り

摘
草
や
籠
の
中
よ
り
は
み
出
せ
り  

秋
葉
喜
美
江

秋
葉
喜
美
江

青
葉
風
背
に
躍
り
来
る
少
女
た
ち

青
葉
風
背
に
躍
り
来
る
少
女
た
ち  

姫
野　

千
晴

姫
野　

千
晴

見
ず
知
ら
ぬ
人
の
会
釈
や
夕
端
居

見
ず
知
ら
ぬ
人
の
会
釈
や
夕
端
居  

石
田
ゆ
き
緒

石
田
ゆ
き
緒

第
1
句
目
、
思
は
ぬ
気
候
の
変
化
。
第
2
句
目
、
惜
し
む

作
者
の
心
情
。
第
3
句
目
、
見
る
蜘
蛛
の
働
き
。（
石
田
）

編 集 記後
　海と山の子交流会では、私も生徒達と一緒に漁船に
乗せてもらったり、海に入ったりなど、交流事業に参
加させてもらいました。1日目、2日目と天候は優れ
ませんでしたが、楽しげな生徒達の様子に、カメラの
シャッターを押す回数も、ついつい多くなりました。
　3日間という短い期間でしたが、生徒達も関係者の
方々も、お互いの交友を深めていました。冬の再会で
は、どのような表情を見せてくれるのか、今から期待
しています。（椎名）

人の動き
8,161人（±0）男 3,877人  女  4,284人
世帯数 3,414  （平成19年7月31日）

御宿分署の出動状況
火災件数 0　救急件数 31
平成19年7月中

交通事故発生状況
発生件数 20　死者数 0　負傷者数 27
（平成19年1月1日～8月1日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 173（1,308）
平成19年7月中（　）内は１月からの累計

ダムの貯水状況
貯水率 96.4%　有効貯水量 558,000㎥　
 （平成19年7月20日現在）

慶弔（7月届）
出生 6　死亡 11

ONJUKU 2007. 8
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黒
沼
ユ
リ
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

リ
サ
イ
タ
ル

午後 2時開演  公民館大ホール
（入場無料　定員 300名）

サン・フランシスコ号漂着 400周年  メキシコ記念塔建立 80周年 記念事業

メ
キ
シ
コ
と
の
交
流
発
祥
の

地
「
御
宿
」
で
、
日
本
と
メ
キ

シ
コ
の
友
好
に
貢
献
さ
れ
、
国

際
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト「
黒
沼
ユ
リ
子
」

さ
ん
の
公
演
が
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
演
の
前
日
に
は
、

メ
キ
シ
コ
料
理
教
室
や
文
化
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
参
加

者
が
肌
で
感
じ
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す
。

9月8日（土）
○メキシコ料理教室（定員 20名）
　午後 2時から
　公民館調理室
○文化交流会（定員 80名）
　午後 3時 30分から
　公民館大会議室

９月９日（日）
ー同日開催ー

伊
勢
え
び
祭
り

メインイベントメインイベント
午前11時開始　月の沙漠記念館前広場午前11時開始　月の沙漠記念館前広場
　①伊勢えびセットの限定（1,000セット）販売　①伊勢えびセットの限定（1,000セット）販売
　②伊勢えびつかみ取りコーナー　②伊勢えびつかみ取りコーナー
　③伊勢えび直売所の開設　③伊勢えび直売所の開設
　④伊勢えび汁の限定（1,000食）無料配布　④伊勢えび汁の限定（1,000食）無料配布
　⑤特産物等の販売　⑤特産物等の販売
※①伊勢えびセットは午前 10時から販売を開始します※①伊勢えびセットは午前 10時から販売を開始します

9 月 1日から 10 月 31日まで伊勢
えび祭りを開催します。開催期間中
は、御宿町の地域特産物である「伊
勢えび」のオリジナル料理が、町内
の飲食店や宿泊業などの協賛店で
楽しめます。


